
大
正
四
年
目
見
ニ

T
-
H
第
一
一
一
種
郵
便
物
認
可
(
毎
月
一
回
一
日
程
一
汀
}
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語

檀

銀

鎗
酬

1

鎗
車

満
洲
園
税
制
及
其
批
判
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
撃
博
士
紳
戸
正
雄

時
差
説
費
書
・
・

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
E

・
文
撃
博
士
高
田
保
馬

舶
腹
過
剰
問
題
の
意
義
咽
'
"
巾
岨
岨
'
'
神
経
済
月
下
博
士
小
島
昌
太
郎

肱

町

輪

醐

沿
岸
漁
業
者
問
題
・
・
・
・
・
・
・
・
・
怪
湾
周
「
主
峰
川
虎
一
二

居

間

咽

凡

剛一山間一一一
U

州
立
政
府
貸
上
金
じ
刺
h
v

て
・
-
経
済
問
て
立
松
岡
孝
児

総
瞳
経
済
ミ
個
別
経
済
・
・
・
・
・
経
済
事
士
大
塚
一
朗

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い
て
・
・
・
・
-
経
涛
手
工
大
山
敷
太
郎

げ
に
は
枕
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
空

2
2
鵡

本

吉

朗

韻

苑

免
替
相
場
饗
動
の
原
因
に
つ
い
て
・
・
・
法
畢
士
正
井
敬
・
ヤ
大

企
業
珠
算
制
度
の
米
園
町
時
現
斌
・
・
-
経
済
串
士
山
本
安
夫
郎

ズ
ル
タ
ン
氏
の
岡
家
牧
入
論
・
・
・
・
・
・
経
済
皐
士
大
谷
政
敬

ゾ

ン

パ

ル

ト

教

授

の

百

貨

庖

観

・

-

綴

主

主

堀

新

一

附

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



ゼ
ヴ
ェ
!
リ

ン
グ
の
統
一
貸
借
艶
照
表
に
つ
い
て

(
下
)

、

古島

本

士口

耳R

目

二
、
序
ニ
、
ぜ
ず
ェ
ー
す
ン
グ
説
的
紹
介
(
以
よ
前
披
掲
載
)

攻
っ
そ
シ
?
ミ
ッ
ト
及
び
ワ
ル
プ
の
批
列

-
回
、
ぜ
ず
エ
1
リ
ン
ゲ
設
の
難
勧

E
.
結
言

シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ワ
ル
ブ
的
批
判

ゼ
グ
ェ

1
リ
ン
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
就
い
て
の
所
論
は
大
糟
前
越
し
た
所
を
以
て
蓋
き
る
。
以
下
彼
の
詑

BT
吟
味
す
る
に
嘗
っ
て
、
先
づ
、
既
に
な
さ
れ
て
ゐ
る
批
評
.
特
に
、
周
知
の
如
〈
、
銑
き
批
判
を
な
し
て
ゐ
る

の
は
シ
ュ
ミ
ヴ
ト
と
ヲ

Y
プ
で
あ
る
が
、
こ
ち
に
も
こ
の
雨
者
の
批
判
ぞ
簡
翠
に
紹
介
し
て
置
こ
う
。

ジ
ュ
ミ
ヴ
ト

ω批
判
す
る
所
を
窺
ふ
に
、
今
日
の
貸
借
劃
照
表
論
の
論
貼
は
、
嚢
に
引
用
し
た
如
く
に
、

貸
借
封
照
表
の
任
務
が
一
企
業
の
財
産
の
確
定
に

J
?
?炉
、
二
経
後
期
間
の
成
果
の
算
定
に
あ
石
か
、
三
同
時
に

雨
者
が
期
待
さ
る
べ
き
-
で
あ
る
か
の
何
れ
で
あ
る
か
に
就
い
て
で
あ
る
。
而
し
て
、
企
業
に
と
っ
て
、
財
産
の
確

定
が
重
要
で
あ
る
と
同
様
に
、
ま
た
、
経
営
期
間
の
成
果
の
算
定
も
必
要
で
あ
る
が
、
問
題
は
そ
の
何
れ
に
重
き
を

先
づ
、

置
〈
か
で
あ
っ
て
、
或
一
訴
は
成
果
の
算
定
に
重
要
性
を
認
め
る
。
併
し
乍
ら
、

ぜ

V
L
I
F
ン
グ
回
一
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て

ジ
品
ミ
ッ
ト
は
、
問
題
は
〈

第
三
十
五
零

四
二
五

第
三
披

一
二
七



第
三
十
五
巻

ぜ
ず
孟
l

リ
ン
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て

か
、
或
は
・
:
か
・
:
い
に
あ
ら
守
し
て
、
〈
・
・
同
様
に
ま
た
:
〉
で
あ
る
E

と
し
て
、
雨
者
L
」
も
に
同
時
に
達
成
さ
忍
べ

き
も
の
と
の
見
地
に
立
つ
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
雨
者
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
に
は
、
評
債
を
購
入
時
債
に
よ

阿
二
六

第

;底

ノ、

る
べ
し
と
な
し
、
「
購
入
時
債
貸
借
封
照
表
こ
ぞ
統
一
貸
借
劃
照
表
で
あ
る
五
、
れ
は
、
統
一
購
入
時
慣
に
基
い
て
、

未
だ
向
ほ
取
引
さ
れ

F
4
0
費
用
債
値
の
合
計
と
し
て
の
在
高
貸
借
封
照
表
と
、
取
引
さ
れ
だ
る
費
用
部
分
と
股

盆
と
の
時
慣
計
算
と
し
て
の
成
果
貸
借
潤
照
表
と

'e白
ら
の
中
に
統
一
す
る
し
と
一
五
ふ
立
前
か
ら
、
ゼ
ゲ
ェ

1
y

ン
グ
の
試
を
批
判
し
て
衣
の
動
く
述
べ
て
ゐ
る
c

「
彼
(
ぜ
グ
ェ
1

リ
ン
グ
l
筆
者
中
誌
)
は
正
し
い
考
を
遁
ぷ
る
も
の
で
は
な
か
っ
に
ゃ
う
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

彼
の

叙
述
は
、
果
克
す
る
に
成
果
貸
借
勢
照
表
と
清
算
貸
借
封
照
表
と
を
混
和
せ
し
め
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
め
る
。

彼
は
、
例
へ
ば
(
四
六
頁
)
貸
借
掛
照
表
に
販
賞
時
債
を
要
求
し
て
ゐ
る
。
が
そ
れ
は
、
阪
貰
せ
ら
れ

Y
る
財
産
部
分

に
劃
し
、
未
だ
貰
現
せ
ら
れ

F
る
利
盆
を
営
然
合
ま
し
め
、
而
も
、
そ
れ
は
決
し
て
費
用
債
値
で
は
あ
h
得
や
、

従
っ
て
、
そ
れ
は
財
産
計
算
と
成
果
計
算
と
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
到
達
す
芯
こ
と
を
不
可
能
と
す
る
。
設
備
財

産
に
つ
い
て
は
(
七
O
豆
、
彼
は
、
財
産
貸
借
封
照
表
に
購
入
債
格
を
と
り
入
れ
、
意
識
的
に
財
産
計
算
と
成
果
計

算
と
の
複
合
ぞ
断
念
す
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
争
、
向
ほ
統
一
貸
借
封
照
表
と
ぎ
う
し
て
言
ひ
得
る
か
は
不
可
解
で

あ
る
。
統
一
が
達
せ
ら
れ
得
る
の
は
、
財
産
貸
借
調
照
表
と
成
果
貸
借
封
照
表
と
の
雨
者
に
劃
し
て
、
同
時
に
妥

、

、

日

営
す
る
唯
一
の
債
値
に
基
〈
限
り
に
於
て
で
あ

J

る
:
:
・
:
」
と
。

上
越
せ
る
如
〈
、

ジ
ユ
ミ
ッ
ト
ば
ゼ
グ
ェ

l
y
ン
グ
の
企
て
ほ
失
敗
に
蹄
し
て
ゐ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
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こ
れ
、
彼
が
統
一
貸
借
割
照
表
の
要
件
と
し
て
、
向
財
産
計
算
と
成
果
計
算
と
が
調
和
的
に
行
は
れ
、
間
評
慣
が

劃
一
的
な
る
こ
と
を
要
求
す
る
所
よ
り
、
官
然
の
批
評
で
あ
る
。

t
y
注
意
す
べ
き
賠
は
、

ジ
ュ
ミ
ヅ
ト
ド
成
果
貸
借
劉
照
表
を
正
常
に
認
識
し
て
ゐ
る
か
不
円
か
で
あ
っ
て
、
上

と
す
る

過
せ
る
知
〈
、
完
全
に
取
引
せ
ら
れ
た
費
用
部
分
と
そ
の
代
償
と
の
時
債
計
算
(
所
誤
判
預
金
計
骨
晶
表
筆
者
詮
)

貼
か
ら
見
て
、
甚
だ
続
問
の
館
地
が
あ
る
。

所
謂
動
態
論
の
現
奉
者
ヲ
グ
プ
も
亦
、
ゼ
グ
ェ

l
y
y
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
反
劃
す
る
c

彼
は
貸
借
針
照
表
、
特
に
決
算
貸
借
針
照
表
は
財
産
或
は
資
本
を
確
認
す
る
目
的
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
く
、
期

間
的
成
呆
算
定
の
円
仙
川
守
主
に
み
も
の
と
す
ぺ
=
が
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
」
叩
ち
、
貸
借
現
照
表
は
勃
的
原
則
に
よ

る
決
算
貸
借
封
照
表
、
再
開
始
貸
借
封
照
表
と
静
的
原
則
に
よ
る
清
算
貸
借
割
引
照
表
、
破
産
貸
借
封
照
表
、
租
税

決
定
貸
借
調
照
表
と
を
区
別
し
て
考
ふ
可
き
も
の
v
と
す
る
の
で
あ
る
。

彼
が
統
一
貸
借
封
照
表
に
反
聾
す
る
理
由
は
、
先
づ
そ
の
目
的
論
か
ら
で
あ
る
。
却
も
、
彼
は
貸
借
封
照
表
の

目
的
色

ω
G
I
C
ロ仏
J

口一円
Z
l
E仏
日
目
印
凶
何
一
口
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

貸
借
封
照
表
ば
種
々
の
目
的
か

ら
作
成
さ
れ
る
が
、
併
し
、
佃
別
的
に
目
的
が
規
定
せ
ら
れ
て
、
初
め
て
賢
際
上
の
現
象
炉
読
明
せ
ら
れ
得
る
。

従
っ
て
、
異
る
目
的
の
統
一
は
不
可
能
と
す
る
。

ま
た
、
彼
は
貸
借
封
照
表
が
静
的
の
も
の
、
印
ち
、
或
時
賠
の

ω
Z
7
5
と
し
て
の
貸
借
封
照
表
、
剖
ち
所
謂
財

産
貸
借
封
照
表
は
、
慣
値
修
正
項
目
、
そ
の
他
前
梯
費
用
、
前
抑
租
税
を
合
む
以
上
、
完
全
に
財
産
計
算
の
目
的

ぜ
ず
エ

l
リ
ン
グ
の
統
一
貸
借
聾
照
表
に
つ
い
て

第

披

九

第
三
十
五
巻

四
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ぜ
ず
エ

1
リ
ン
グ
の
統
一
貸
借
野
昭
一
表
に
ワ
い
で

第

盟主

0> 

第
三
十
五
巻

四

i¥. 

を
達
し
得
中
、

そ
れ
に
反
し
て
、
こ
れ
等
の
一
項
目
は
、
ま
に
、
期
間
的
成
呆
の
算
定
に
は
快
く
可
か
ら
ぎ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
財
産
貸
借
封
照
表
と
成
果
貸
借
劃
照
表
と
は
、
特
に
決
算
貸
借
掛
照
表
に
於
て
こ
れ
ぞ
統
一
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

更
に
、
評
債
に
閲
し
て
、
特
に
時
債
を
用
ふ
る
こ
と
に
つ
い
て
非
常
に
強
く
反
劃
す
る
。
そ
の
要
賠
は
貸
借
封

照
表
が
財
産
表
示
の
手
段
で
ゐ
る
と
せ
ら
れ
る
附
に
は
直
ち
に
時
慣
が
閣
題
ど
な
る
。
併
し
乍
ら
、
貸
借
判
照
表

は
叫
州
山
政
到
算
川
町
子
訟
で

K
U
レ
mu
イ
L
J
J

↓
め
名
、
か
ら
-

時
債
を
用
ふ
る
こ
と
は
、
阪
に
そ
の
意
義
ぞ
止
〈
ふ
も

従
J

J

τ

、

の
で
あ
る
が
、
更
に
ま
た
、
貸
借
封
照
表
に
記
載
さ
れ
だ
債
依
教
は
、
貸
借
封
照
表
の
目
的
か
ら
生
や
る
意
味
を

持
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
注
意
す
れ
ば
、
そ
れ
は
・
択
の
賠
か
ら
も
否
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
卸
ち
、
債
侃
が
翫

揺
す
る
こ
と
が
、
成
同
市
計
算
を
甚
し
〈
妨
害
す
る
と
左
も
に
、
他
方
、
財
産
計
算
に
閥
し
で
は
、
投
貰
債
格
に
し

て
も
‘
ま
た
、
新
し
い
設
備
の
時
債
か
ら
、
そ
れ
に
基
い
て
計
算
さ
れ
た
所
の
減
債
を
差
引
ひ
た
債
依
に
し
て
も
、

何
れ
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
蓋
し
、

彼
は
財
産
と
は
企
業
の
枇
盆
債
値
と
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
斯
〈
て
、
ヮ

Y
プ
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
反
封
す
る
の

一
は
企
業
の
撒
績
を
無
規
し
、
他
は
提
制
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。
因
み
に
、

み
な
ら
争
、
ゼ
グ
ェ

1
9
ン
グ
に
劃
し
て
も
反
劃
の
矛
を
向
け
る
。
卸
ち
、
日
〈
「
ジ
ュ
ミ
ッ
ト
の
後
に
最
近
、

ゼ
グ
ェ

1
9
ン
グ
も
亦
、
財
産
貸
借
調
照
表
と
成
果
貸
借
封
照
表
と
を
統
一
せ
ん
と
す
る
考
を
世
に
汎
め
ゃ
う
と

し
た
。
〈
統
一
貸
借
劃
照
表
〉
と
帯
さ
れ
る
も
の
は
、
雨
者
を
可
能
と
す
べ
き
で
め
る
。
併
し
乍
ら
、
事
買
は
然
ら

A
Y
。
蓋
し
、
ゼ
グ
ェ

1
9
ン
グ
も
亦
、
設
備
財
産
に
つ
い
て
は
、
質
に
財
産
債
値
を
表
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
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た
げ
二
計
算
手
段
に
過
ぎ
な
い
所
の
購
入
債
格
を
拾
て
な
か
っ
た

G

そ
の
他
の
貼
で
、
彼
に
反
割
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
彼
は
精
密
な
る
成
果
計
算
を
何
れ
も
不
可
能
に
す
る
と
云
ふ
こ
土
で
あ
る
。
彼
の
説
明
は
所
々
で

い
く
ら
か
ナ
イ

1
プ
な
印
象
を
奥
へ
る
が
、
若
し
、
ゼ
グ
ェ

1
9
シ
グ
が
特
に
落
大
な
る
設
備
資
本
を
持
つ
大
工

業
企
業
の
貸
借
劃
照
表
を
作
り
、
そ
の
際
彼
の
統
一
貸
借
封
照
表
か
ら
向
ほ
何
一
炉
蔑
さ
れ
て
ゐ
る
か
が
問
題
と
な

っ
た
と
す
れ
ば
、

而
し
て
ま
た
、

そ
れ
以
外
に
、

彼
の
方
法
か
ら
生
や
る
短
所
と
長
所
と
を
比
較
し
た
胃
と
す
れ

ば
、
恐
〈
彼
の
考
は
債
値
な
き
も
の
と
認
め
グ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
」
と
。

果
し
て
、
彼
の
財
産
概
念
が
正
常
で
あ
る
か
否
か
は
、
山
川
ほ
、
疑
問
で
あ
る
が
、
一
一
月
却
時
償
、
或
は
設
備
対
産

-肘
f
P
4
Q
J
皮
乃
主
長
主
当
主
百
】
1
7
3
c
k
u
v
・
7
フ
o

t
j
h
l
'
'
T
〈

F
-
-
↓

H
i
s
-
-
u《

d

d

'

t

l

最
後
に
、

ゼ
グ
ェ

l
y
シ
グ
の
所
設
を
直
接
に
批
判
し
で
は
ゐ
な
い
.
か
、
ヲ

Y

プ
と
同
様
の
考
伝
持
つ
も
の
に
、

シ
ュ
ア
l
v
シ
バ
ッ
A

が
ゐ
り
、
彼
の
説
〈
所
か
ら
も
亦
、
統
一
貸
借
封
照
表
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
窺
は
れ

る
。
勿
論
、

ジ
ュ
マ

1
v
ン
バ
ッ
A

も
、
貸
借
封
照
表
は
必
や
し
も
動
的
目
的
の
み
を
持
つ
べ
き
も
の
と
は
主
張

せ
中
、
七
日
〉
、

一
の
目
的
が
害
せ
ら
れ
な
い
程
度
で
、
他
の
目
的
を
諒
行
す
る
こ
と
は
許
し
得
る
と
す
る
コ
が
併

し
、
決
算
貸
借
封
照
表
は
財
産
計
算
に
は
金
〈
投
立
た
争
、
そ
の
た
め
に
は
本
質
的
弱
知
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
そ
れ
を
棄
て
〉
ゐ
る
。
蓋
し
、
彼
色
、
企
業
の
財
産
は
企
業
の
も
つ
個
別
的
財
貨
の
債
値
の
合
計
で
は
な

t
、
企
業
の
牧
盆
債
値
、
剖
ち
肱
盆
か
ら
資
本
還
元
せ
ら
れ
た
も
の
で
め
る
と
す
る
が
故
で
あ
る
。
か
〉
る
見
地

か
ら
す
れ
ば
統
一
貸
借
封
照
表
は
会
〈
不
可
能
で
あ
る
で
あ
ら
う
。

ぜ
ず
エ

l
リ
ン
グ
の
統
一
貸
借
調
照
表
に
ワ
い
て

第
三
十
五
巻

第

軍主

一
一

四

ゴL
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ぜ

ず

Z
E
リ
ン
グ
の
統
一
食
借
封
照
表
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

四一二

O

第
三
琉

四

ゼ
ヴ
ェ

i
リ
ン
グ
説
の
難
鮪

上
述
し
た
如
〈
に
、
最
近
、
貸
借
封
照
表
の
任
務
に
調
し
.
財
産
計
算
を
主
大
ら
し
め
る
も
の
と
、
期
間
的
成

果
計
算
を
主
七
ら
し
め
る
も
の
と
が
封
立
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
果
し
て
そ
の
雨
者
が
異
る
も
の
で
あ
り
、
艶

立
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
だ
、
そ
の
統
一
の
問
題
も
常
然
起
り
、
ま
た
、
出
来
得
ぺ
〈
ん
ぱ
統
一

3
れ

1
1
1

、j
a
〉

h

目

u

y

J

4

〈

j

市
ヤ
工
作
山

y
h
つ拡

K

1
引一!止しわ一
Y
J

日
い
わ
ら
う
れ
一
:
り
約
二
川
、

r可

3
A
1

，
F
J
岡コ品
"
J
z
r
i
t
コ

4

p

ι

、
t

d

t

e

-

4

1

r

h

、
H
a
v
u
J
R
a
q
p
ι
M
-

わ

-

P

竜

)

a

u

;

k
h
v
/
口

1J1け
り

J
〆
J
h
y
r
z叫
M
4
J
L
1
4

・

1

、
三
「
二
一
一
-
n
'
t
J
J

重
な
も
の
で
あ
り
、
効
績
は
認
め
ら
れ
る
と
思
ふ
が
、
併
し
乍
ら
、
こ
の
試
は
、
未
だ
、
満
足
せ
る
結
果
に
到
達

し
得
た
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
。
否
、
明
か
に
失
敗
に
終
れ
る
も
の

7
却
〈
で
あ
る
。
以
下
簡
車
に
、
而
も
主
要

動
に
つ
い
て
、
彼
の
読
の
難
黙
と
思
は
れ
る
若
干
の
黙
を
指
摘
し
、
吟
味
し
て
見
ゃ
う
。

先
づ
、
第
一
に
、
伎
の
設
の
出
禁
貼
で
め
る
財
産
計
算
と
期
間
的
成
果
計
算
と
の
封
立
、
相
違
に
つ
い
て
、
彼

の
見
解
は
明
か
で
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

企
業
が
財
産
を
持
つ
限
り
、
そ
の
財
産
を
計
算
す
る
要
求
は
種
々
の
見
地
か
ら
、
必
然
的
に
起
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
併
し
、
企
業
の
財
産
と
は
一
睦
何
で
あ
る
か
、
如
何
な
る
目
的
、
立
場
か
ら
財
産
計
算
は
要
求
さ
れ
る

か
が
明
か
に
3
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
、
彼
の
見
解
は
こ
の
貼
、
甚

r不
明
白
、
腰
昧
で
あ
る
。

財
産
を
ジ
ュ
マ

1
V
ン
バ
ッ
A

及
び
ヲ
Y

プ
の
言
ふ
が
如
き
企
業
の
一
枚
盆
償
値
と
も
見
て
ゐ
な
い
。
問
題
は
特
に
、

財
産
の
中
仁
、
前
掛
費
用
、
例
へ
ば
間
後
要
と
か
、
前
抑
租
税
と
か
、
贋
告
費
等
が
合
ま
れ
る
か
否
か
に
あ
る
。



既
に
紹
介
し
た
如
く
に
、
彼
は
こ
の
黙
に
闘
し
、
案
外
簡
単
に
片
づ
け
、
保
件
付
き
財
産
と
し
て
ゐ
る
。
か
く
す

る
時
は
、
財
産
計
算
は
ま
た
成
果
計
算
と
営
然
一
致
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
但
し
、
そ
の
評
債
方
法
に
つ

い
て
は
営
然
相
違
す
る
で
あ
ら
う
が
、
今
、
こ
〉
で
は
そ
れ
じ
鯛
れ
な
い
。
市
も
、
伎
は
、
財
産
計
算
は
企
業
鵡

績
中
に
も
必
要
と
さ
れ
、
要
求
さ
れ
る
が
、
特
に
、
そ
れ
は
企
業
が
解
散
さ
れ
る
障
の
計
算
の
基
礎
を
奥
へ
る
も
の

正
し
て
要
求
さ
れ
る
と
す
る
。
か
く
て
は
、
ぞ
れ
は
全
〈
所
謂
清
算
貸
借
封
照
表
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
遮

べ
る
が
如
き
非
難
が
あ
て
鼠
ま
る
。
企
業
の
櫨
績
中
に
果
し
て
清
算
貸
借
劉
照
表
が
要
求
$
れ
る
か
。
ぞ
れ
を
作

成
し
て
何
の
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
甚
だ
疑
は
し
い
。
而
色
、
h
f
k
〉
る
清
算
の
た
め
の
貸
借
封
照
表
と
、
企
業

織
績
中
の
期
間
的
成
田
市
計
算
の
に
め
の
貸
借
封
照
表
と
台
統
一
す
お
こ
と
が
果
し
て
可
能
な
り
や
、
又
統
一

u
t

如
何
な
る
効
果
が
あ
る
か
も
亦
珂
題
で
あ
っ
て
、
彼
の
試
の
重
大
な
る
快
結
と
な
れ
る
設
備
財
産
に
つ
い
て
窓
に

破
綻
せ
、
ざ
る
を
特
な
か
っ
た
。
こ
れ
、
全
く
目
的
を
異
に
し
、
立
場
を
異
に
す
る
も
の
を
深
〈
考
察
す
る
こ
と
な

〈
し
て
、
統
一
せ
ん
と
企
て
た
た
め
に
、
そ
の
結
果
は
甚
だ
混
乱
し
た
も
の
に
陥
り
、
七
め
に
矛
盾
に
充
ち
た
統

一
に
純
ら
ゴ
る
を
特
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

従
っ
て
、
出
費
勤
と
し
て
、
最
も
重
要
な
る
企
業
の
財
産
計
算
左
成
果
計
算
と
を
要
求
す
る
立
場
並
に
目
的
の

相
違
に
つ
い
て
の
明
確
な
る
認
識
を
映
ぐ
も
の
と
言
ふ
ぺ
〈
、
特
に
財
産
の
概
念
、
従
っ
て
ま
た
財
産
計
算
に
つ

い
て
甚

r腫
昧
で
あ
る
。
斯
く
て
、
彼
の
所
設
の
第
一
の
難
賠
と
し
て
奉
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の
前
提
を
正
確

に
把
握
し
て
ゐ
な
い
貼
に
あ
る
。

ぜ
ず
ェ

l
F
ン
グ
の
一
一
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

四

第

却E

ー



ゼ
ず
エ

1
p
ン
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て

第
三
十
五
巻

四

第

盟主

四

第
二
の
難
鈷
は
内
容
に
つ
い
て
ヨ
あ
る
。
既
に
述
ぺ
た
如
く
に
、
財
産
の
概
念
が
明
白
で
な
い
耕
果
、

h
y

、〉る

扶
馳
に
陥
る
は
営
然
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
部
ち
、
最
も
重
要
な
る
解
決
の
鍵
で
あ
り
、
論
争
の
中
心
貼
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
所
の
計
算
的
貸
借
劃
照
表
項
目
に
つ
い
て
群
細
な
る
説
明
を
棋
ぎ
、
至
極
、
簡
軍
に
片
づ
け
て
ゐ
る
。

而
も
保
件
的
財
康
と
刷
用
調
仲
し
、
企
業
の
存
鰻
を
前
提
と
す
る
営

h
、
彼
の
所
設
は
循
環
論
に
陥
れ
る
も
の
と
言
ふ

べ
〈
、
全
〈
矛
盾
を
曝
露
せ
る
も
の
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
て
も
止
か
そ
特
な
い
。
勿
論
、
財
産
計
算
の
た
め
に
は
、

計
算
的
一
泊
.
悶
は
無
保
科
じ
い
許
椛
が
れ
料
作
1
1

レ

ι
り
枇
も
論
べ
て
は
ゐ
-
引
い
刊
紙
は
そ
の
恥
じ
凱
く
倒
れ
中
、
動

局
、
彼
の
考
で
は
.
南
貸
借
封
昭
一
表
は
同
じ
内
容
、
項
目
を
記
載
す
る
も
の
〉
却
〈
に
思
は
れ
る
。
而
し
て
、
彼

に
あ
り
で
は
、
南
者
の
差
異
は
た
Y
評
慣
に
あ
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
私
は
上
遇
し
に
や
う
に
、
そ
の
内
容
、

印
ち
記
載
項
目
に
も
相
違
が
生
中
る
も
の
で
め
る
と
思
ふ
が
、
そ
れ
に
封
す
る
彼
の
見
解
は
明
か
で
な
い
。
併
し

乍
ら
、
こ
の
勤
は
全
く
重
大
な
る
問
題
で
あ
っ
て
、
是
非
詳
細
に
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
貼
で
あ
る
。

第
三
の
難
貼
は
評
慣
に
つ
い
て
Y

あ
る
。
彼
は
、
上
越
せ
る
如
く
、
雨
貸
借
封
照
表
ぞ
統
一
す
る
た
め
に
、
-
呼

債
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
が
、
先
づ
、
最
初
に
疑
問
に
思
は
れ
る
の
は
慣
値
論
で
あ
る
。
彼
は
所
謂
主
親
的
慣
任
論

を
と
る
も
り
〉
如
く
、
債
値
は
人
が
物
に
附
奥
す
る
も
の
で
あ
り
、
貰
買
常
事
者
間
に
成
立
せ
る
債
格
に
比
し
て
、

販
責
者
の
奥
ふ
る
債
値
は
そ
れ
よ
り
低
く
、
購
入
者
の
輿
へ
る
慣
値
は
そ
れ
よ
り
高
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
従

っ
て
債
値
は
詫
債
に
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
し
、
所
謂
異
正
債
値
設
を
と
る
も
の
に
反
劃
す
る
。
併
し
乍
ら
、
私

は
こ
の
黙
に
闘
し
疑
を
持
つ
。
果
し
て
、
客
甑
的
債
値
の
存
在
は
否
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
五
口
々



は
一
定
の
計
算
基
準
診
夫
ふ
も
の
で
あ
h-
、
損
盆
の
計
算
は
不
可
能
と
な
り
は
し
な
い
か

E
思
は
れ
る
。
勿
論
、

債
値
一
か
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
如
何
に
し
て
把
握
さ
れ
得
る
か
は
ま
た
問
題
で
あ
る
が
、
併
し
、
客
観
的
債
値

の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
、
五
口
々
に
と
っ
て
、
必
然
的
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
而
し
て
、
吾
々

は
何
等
か
の
基
準
な
〈
し
で
は
、
計
算
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
あ
土
り
極
端
な
例
で
は
あ
る
が
、
ィ

ν
y
v
l
u
v
ヨ
ン
時
代
に
於
け
る
貨
幣
慣
値
捷
勤
の
場
合
の
加
き
、
そ
の
誼
例
で
み
ら
う
。

択
に
、
彼
は
財
産
計
算
の
忙
め
に
は
、
貰
却
時
慣
に
よ
る
な
最
も
趨
常
と
す
る
。
併
し
乍
ら
、
彼
も
認
ひ
る
却

く
に
、
責
却
時
債
の
一
把
握
が
困
難
で
あ
る
と
同
時
に
、
企
業
の
解
散
の
時
で
な
い
限
り
、
貰
却
時
慣
に
よ
る
こ
と

ト
久
、
町
二
院
止
に

E
ω
-
t
-
3

〉
。

ト

k
p
f
tい
〈
北
川
」
出
川
町

1

J
と

p
吋
仇
岬

b

伎
~
川
川
鹿
山
氏
清
川
向
鳴
い
誌
は
、
前
描
サ
る
加

F¥清
算
貸
借
針
照
表
で
あ
る
か
ら
、

営
然
.
貰
却
時
慣
が
問
題
と
な
つ
に
も
の
と
思
は
れ
る
が
、

企
業
構
績
を
前
提
と
す
る
限
り
、
貰
却
時
慣
に
よ
る

は
不
可
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
就
て
は
、
既
に
多
〈
遁
べ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
特
に
、
非
難
の
的
主
な
っ
て

ゐ
る
設
備
財
産
に
於
て
彼
も
責
却
時
債
を
断
念
せ
ぎ
る
を
特
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
彼
の
統
一
の
金
は
、
こ
〉
に

於
て
全
〈
破
綻
せ
る
も
の
と
い
ふ
も
過
言
で
は
め
る
ま
い
。
と
同
時
に
、
ま
に
、
彼
自
身
の
財
産
計
算
の
原
則
を

破
る
も
の
で
も
め
る
。
而
色
、
評
債
を
金
業
の
財
産
状
態
如
何
に
依
存
せ
し
め
る
と
通
ぶ
る
が
如
き
は
、
金
〈
循

環
論
に
陥
れ
る
す
b

の
に
他
な
ら
な
い
。

第
四
の
難
賠
は
形
式
に
つ
い
て
ぜ
あ
る
。
形
式
は
貸
借
封
照
表
に
と
っ
て
、
重
要
な
る
要
素
で
あ
り
、
そ
の
形

式
如
何
は
問
題
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
や
彼
は
こ
の
賠
に
全
〈
鯛
れ
て
ゐ
な
い
。
期
間
的
成
果
貸
借
曹
照
表
と
財
産

ゼ
ヤ
ェ

1
リ
ン
グ
の
統
一
貸
借
野
崎
山
表
に
づ
い
て

第
三
十
五
巻

四
三
三

第
三
一
波

ヨ王



ぜ
ず
且

1
p
ン
グ
の
統
一
貸
借
封
照
表
に
ワ
い
で

第
三
十
五
巻

四

回

第

乱t

一ームノ、

貸
借
掛
照
表
と
が
回
去
る
目
的
の
た
め
に
作
成
さ
れ
忍
も
の
で
あ
り
、
そ
の
封
立
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
常
然
に
、

そ
の
形
式
は
奨
る
可
き
も
の
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
果
し
て
、
ぞ
れ
が
異
る
な
ら
ば
、
そ
の
形
式
を
如
伺
に
統

一
す
る
か
が
問
題
止
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
彼
は
こ
の
形
式
論
に
つ
い
て
は
、
最
初
か
ら
何
等
考

麗
し
て
居
ら
十
、
従
っ
て
、
ぞ
の
黙
に
闘
す
る
統
一
に
つ
い
て
も
謹
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
、
最
初
の
前
提
た

る
一
隅
貸
借
掛
照
表
、
智
正
確
に
認
識
し
て
ゐ
な
い
結
果
で
は
な
か
ら
う
か
。
特
仁
、
前
摘
し
十
九
貸
借
掛
照
表
の
一
例

タ
山
司
市
凶
司

ht

、

寸ハ
ιkkm
寸
L
4
4
L

ア
〈
の
項
目
の
配
間
比
一
す
に
は
、
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ド
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ド
円
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ι
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401'一k
f
l
p
t

、
、
J
μ
I
1
e
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ク
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民
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長
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l
j
f

羽
川
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J
J
l
b
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U
h川
H
U
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γ
A
i
n
-
-
7
d
l

設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
層
、
貸
借
封
照
表
記
載
の
内
容
を
不
明
白
に
す
る
結
果
と
な
っ
て
ゐ
る
如
〈
で
あ

る

以
上
は
、
車
に
、

一
般
的
に
、
主
要
勤
の
み
を
皐
げ
た
に
過
ぎ
な
い
。
一
見
に
貸
借
掛
照
表
は
貫
践
的
共
躍
的
の

も
の
で
め
る
。
従
っ
て
、
各
企
業
の
特
殊
性
に
肱
じ
て
、
作
成
の
目
的
も
内
容
も
相
違
し
、
ま
た
、
統
一
の
可
能

性
、
便
宜
性
も
そ
れ
に
従
っ
て
異
る
。
故
に
、
問
題
は
更
に
具
鰹
的
場
令
に
ま
で
進
ん
で
研
究
、
時
味
3
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
、
彼
の
試
は
こ
、
う
ま
で
掘
下
げ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
。
前
ほ
、
深
〈
研
究
♂
る
べ
き
酔

地
を
蔑
し
て
ゐ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
一
も
な
い
。

五

結

言

以
上
、
ゼ
グ
ェ

1
y
ン
グ
の
読
を
紹
介
し
、
簡
単
な
が
ら
吟
味
し
た
の
で
あ
る
が
、
要
之
、
彼
の
統
一
の
試
は



全
〈
失
敗
に
柊
る
も
の
う
如
く
で
あ
る

q

何
故
な
ら
ば
、
第
一
に
彼
の
間
接
結
で
あ
る
財
斉
貸
借
掛
照
表
'
と
成
果

貸
借
掛
照
表
と
の
匡
別
、
特
に
財
産
の
意
義
が
明
か
で
な
く
、
従
っ
て
、
首
尾
一
貫
を
棋
ぎ
、
企
業
の
存
舗
を
前

提
と
し
な
が
ら
、
解
散
の
際
の
要
求
を
と
り
入
れ
る
勤
に
7

才
盾
が
あ
り
、
第
二
に
そ
の
評
債
論
に
疑
の
傍
地
が
め

り
、
第
コ
己
貸
借
掛
照
表

ω
記
載
項
目
及
び
形
式
に
つ
い
て
の
説
明
を
快
い
で
ゐ
る
。
か
〈
て
問
題
は
後
日
に
麗

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

貸
借
封
照
表
は
、
ぞ
れ
の
作
成
の
目
的
と
企
業
の
内
容
と
に
規
定
さ
れ
5
0
従
っ
て
、
吾
々
は
先
づ
そ
の
日
的

伝
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
ら
、
貸
借
封
照
表
は
如
何
な
る
立
場
か
ら
、

刊
な
品
任
郡
十
一

J

も
に

3
お
ふ
L
T
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の

却
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な
る
目
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の
た
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あ
ら
う
と
思
ふ
。
従
っ
て
、
吾
々
は
、
先
づ
、
ぞ
の
目
的
を
明
か
に
し
、
種
々
の
異
れ
る
貸
借
劉
照
表
の
作
成
が

可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
初
め
て
、
ぞ
の
統
一
ぞ
問
題
と
す
.
べ
き
で
あ
り
、
而
司
色
、
何
故
に
統
一

が
要
求
さ
れ
る
か
、
統
一
は
如
何
に
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
と
と
も
に
、
企
業
の
性
質
に
よ
っ
て
、

そ
の
結
論
は
相
違
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る

2

而
し
て
、
こ
の
統
一
の
前
提
で
あ
る
貸
借
封
照
表
の
目
的
観
或
は
本
質

観
に
つ
い
て
は
、
未
だ
宵
ほ
充
分
に
吟
味
さ
れ
、
解
決
ぎ
る
〉
に
至
っ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
、
解
答
も
後
日
に
譲

ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
こ
〉
に
は
、
だ
Y
、
ゼ
ゲ
ェ

l
リ
ン
グ
の
説
の
紹
介
設
に
そ
の
不
明
白
な
る
若
干
の
黙
を
指

摘
し
、
車
に
問
題
を
提
示
し
た
る
に
、
過
ぎ
な
い
。
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